
29Q-pm27S
X線CTによる天然由来高分子マ トリックス製剤の膨潤 ･崩壊 ･放出プロセスの
解析

○太田 和希1,pompunLAOVACHIRASUWAN2,JomjaiPEERAPATTANA2,
服部 祐介1,大塚 誠1(1武蔵野大薬,2コンケン大)

[目白句製剤からの薬桝容出む直正に制御することは 服用回数を減じ,コンプライアンス改善に

つながる.高分子転勧物を放出帯雌陸剤として,水の吸収によってゲル層を形成し,徐放性を付

与するマトリックス溶出型製剤に関ノLが高まっている.ゲル形成に伴う薬物放出プロセスを画像

的に捉えそれを3次元定量的に測定できれは 月謝閏･崩壊過程を角斯 することが可能となり,処

方設計の献酎ヒ効率化に繋がると考えられる.そこで本研究では,X線CTによる天然高分子

のゲ叫ヒプロセスと薬物容出との関係性を明らかにしていく.[方因 主薬としてテオフィリン

50/.,放出帯雌陸剤としてもち米由来α化デンプン950/.を混合し,一錠200Ⅰ喝で打錠した.試料
を20nd職 キ入ったノVアル(押製)に入れ 37℃,45rpmで振とうした.このとき,御寺

的に試鞘額夜をサンプリングし,UV吸収によってモニタリングした.また,X線CTを用いて,

錠剤内部構造の変化及び錠剤周囲におけるゲル層の形成を観察し,画像解析ソフト

(L血ehva322)を用い,御弓的な密度変化を角斯 した.[結果･考飼 異なる基剤を用い,THの

溶出率から徐放性を評価したところ,もち米由来oL化デンプンを放 出帯雌暗巨に優れていた.また,

画仁鰯神職 ､ら,錠剤内吾配 備訴rJ周囲のゲ/儲 こ異なる所見がみられ 御 台2時間

付近まで古瀬鋳り内部における密度の減少,錠剤周囲のゲ/t層と思われる部分の密度の上昇が見ら

れた.本法によってTHの溶出とⅩ線cTを用いた画象角覇斤から薬物放出においての関連性がみ

られ 徐放牒 物の放出プロセスの角断 においてX線CTを用いることの有用性が得られた.


